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日時；2024. 2 月3 日(土)午後 2時～4 時 

会場；小幡記念図書館 
 

※小幡記念図書館駐車場は使用できません。中津城公園に駐車してください。 

※事前の申込みは不要です。 

 

【講師】 小室 正紀（こむろ まさみち）先生 

1973年慶應義塾大学経済学部卒。同大学大学院経済学研究科博士課

程を経て、同大経済学部にて経済史・経済思想史を教育研究。同大経

済学部教授、同福沢研究センター所長、同大経済学部長、日本経済思

想史学会代表などを歴任。オックスフォード大学、ケンブリッジ大学

などで在外研究。2015年より慶應義塾大学名誉教授。専門は江戸時

代経済思想史および福沢諭吉の思想。 

（中津市片端町 1366-1） 
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主催；中津市自治研究センター（中津市豊田町 14-3 ℡ 0979-22-4109） 

後援；中津市、中津市教育委員会、中津市議会、大分県地方自治研究センター 

 「地方自治講演会」のご案内 

【演題】 「福澤諭吉の地方『分権論』」 

言うまでもなく福澤先生は、明治の偉大な先覚者、至

上無比の啓蒙思想家として名高い。慶応義塾を創設、

『学問のすゝめ』『文明論之概略』など、その著作数は

七十余冊に上る。しかも福澤先生の論述は、文明論から

政治論、外交論、経済論、社会論、教育論、道徳論など

広大なフィールドに及ぶ。しかし意外と知られていない

のが、地方自治を論じた『分権論』である。 

『分権論』は明治十年に出版され、「政権は中央の政府

に集合せざる可（べか）らず、治権は全国の各地に分た

ざる可らず、二権を併して集む可らず、又これを併して

散す可らず」と集権・分権の要訣を説いた。 

 

アクセスマップ 

著作として『草莽の経済思想―江戸時代における市場・道・権利―』(単著)、『福沢諭吉

書簡集』（編著）、『近代日本と福沢諭吉』（編著）、『近代日本と経済学―慶應義塾の経

済学者たち―』（編著）、『幕藩制転換期の経済思想』（編著）など。  


